
１　施設の概要

指 定 期 間

「職員数は平成20年3月31日現在」

２　収支の状況

19年度（決算）

施 設 名 高知県立ふくし交流プラザ

１．高知県立ふくし交流プラザの維持管理等業務
　　・施設の維持管理及び貸し出し
２．高知県介護実習･普及センター事業の実施
　　・介護実習･普及センターの運営
　　・県民介護講座の実施
　　・福祉用具及び住宅改修の普及事業の実施
３．高知県高齢者総合相談事業の実施
　　・高齢者の生活一般相談及び専門相談
４．高齢者の生きがいと健康づくりの推進に関する事業
　　・オールドパワー文化展、シニアスポーツ交流大会等の実施、全国健康福祉祭への選手
     選考・派遣等
　　・シニア健康づくりリーダー養成講習会、シルバー介護士活動事業、高齢者の自主組織の
     支援の実施

事 業 内 容

施 設 内 容

○ 面積、施設・設備名、定員、開館時間、休館日、主な料金など

施設名：高知県立ふくし交流プラザ
設　 備：1Fレストラン、2F～5Fに自動販売機設置、駐車場（普通車で100台／無料）完備
面　 積：【土地】　5,691㎡　／　【建物】　7,965.24㎡（延べ床面積）
利用時間：9:00～17:00（ただし、特別に許可された貸室は21:00までとする）
休館日：毎月第2日曜日・国民の祝日に関する法律に規定する休日・12月29日～1月3日
貸　 室：各室の面積、定員、利用料金は【別紙1】のとおり
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指定管理者名

施 設 所 在 地

財団法人高知県ふくし交流財団

　　　高知県高知市朝倉戊３７５－１

公の施設の指定管理者における業務状況評価

所管課名

平成20年7月11日

健康福祉部保健福祉課

平成18年4月1日 ～ 平成20年3月31日

　常勤職員：　　　8　人　　　　非常勤職員：　　　9　人　　　　　　　合計：　　17　人

管理運営費



18年度（実績） 19年度（実績）

64,700①年間利用者数 (単位：人

４　平成19年度業務評価

状　　　況　　　説　　　明項　　　　　　　目

○ 貸室利用者アンケート等の実施状況（時期・方法・回答数・調査結果等）

②利用者意見等の反映

③その他特記事項

73,38670,630

Ａ：仕様書の内容や目標を上回る成果があり、優れた管理運営が行われたもの
Ｂ：おおむね仕様書の内容どおりの成果があり、適正な管理が行われたもの
Ｃ：仕様書の内容や目標を下回る項目があり、さらなる工夫・努力が必要なもの
Ｄ：管理運営が適切に行われたとは認められず、大いに改善を要するもの

【評価の目安】

　協定書、平成１９年度事業計画書に基づいて管理運営業務が実施されていた。
また、昨年度に引き続き経営改善に取り組んでおり、適正な管理運営が行われていると
認められる。Ｂ

・火災・地震・風水害・停電等を想定した危機管理マニュアルを策定し、職員に周知する
とともに、消防訓練などを実施し危機管理への体制を整えている。
・また、１階ロビーや事務室について、地震対策のキャビネット等の転倒、物品の落下防
止策を行った。災害時に飲料水を提供できる自動販売機も昨年度に引き続き設置した。

⑤その他

総合評価

④収支の状況
・業務は適正に実施されており、１階ロビーと福祉用具展示コーナーのリニューアルの経
費は収益からすべて充てることができた。
・光熱水費の縮減に努めたが、猛暑や重油の高騰で難しかった。

・平成１９年度計画に基づき、適正な管理運営業務が実施されていた。
・昨年度に引き続き、スポーツ室の利用料金を条例で定める額よりも低く設定することに
よりさらに利用者が増加した。
・火災発生などへの対応に備え、開館日には６名以上の職員が出勤するようにローテー
ションを組む取組みも継続していた。
・また、本年度新たに職員の接遇マナー・コミュニケーションの研修会を全職員・入居団
体職員を対象に実施した。

・利用者を対象に引き続きご意見箱を設置し、できる限り迅速な対応を行った。
・福祉用具展示コーナーに最新機器を導入し、実用性の高い品目を展示するなどわかり
やすい展示方法を工夫した。
・昨年度より自主事業として行った各種教室は、その後自主的なサークル活動や施設の
継続利用につながった。また、本年度はこれをきっかけとして「団塊祭り」が開催され、自
主事業の充実も図られた。

・ホール･研修室等の利用人員数は２年連続で増加している。
・県民介護講座では、幅広いテーマで研修事業を行い、延べ６，５００人以上が参加して
いる。
・また、高齢者総合相談事業では、施設内での相談を受けるだけでなく、要望に応じて
出前相談を行い、１，１３２件の相談を受けた。この他にも、元気高齢者の方の生きがい
作り推進事業などを行い、延べ６，５００人を超える参加があった。

①適正な管理運営の確保

②利用者サービスの維持
　 向上

③利用実績

　スポーツ室料金を条例で定めた上限金額よりも低く設定したことにより、利用が増えた。
　H１７実績　１３１件／１３，２００円　→　H１８実績　２８３件／３４４，１５０円　→　H１９実績
４１８件／４６１，５００円

時期：随時
方法：ご意見箱での利用者意見の回収
結果：
　　（対応できたもの）
　　座りごこちの悪い５階ソファーのロビーからの撤去、高齢者擬似体験の説明の改善、
　　レストランのメニュー・接遇の改善、駐車場の整理・呼び出し
　　（対応できなかったもの）
　　ホームページ上への駐車場の混雑情報の掲載

○ 事業参加者アンケート等の実施状況（時期・方法・回答数・調査結果等）

時期：各種事業の実施後
方法：アンケートでの参加者意見の回収
結果：次年度以降の事業内容・取組等の参考にした。

３ 利用状況

17年度（実績）


